説教「イエスのよみがえり」

マルコ福音者１６章９－２０
9 〔イエスは週の初めの日の朝早く、復活して、まずマグダラのマリアに御自身を現された。このマリアは、以前イエスに七つの悪霊を追い出していただいた婦人である。10 マリアは、イエスと一緒にいた人々が泣き悲しんでいるところへ行って、このことを知らせた。11 しかし彼らは、イエスが生きておられること、そしてマリアがそのイエスを見たことを聞いても、信じなかった。12 その後、彼らのうちの二人が田舎の方へ歩いて行く途中、イエスが別の姿で御自身を現された。13 この二人も行って残りの人たちに知らせたが、彼らは二人の言うことも信じなかった。14 その後、十一人が食事をしているとき、イエスが現れ、その不信仰とかたくなな心をおとがめになった。復活されたイエスを見た人々の言うことを、信じなかったからである。

15 それから、イエスは言われた。「全世界に行って、すべての造られたものに福音を宣べ伝えなさい。16 信じて洗礼を受ける者は救われるが、信じない者は滅びの宣告を受ける。
17 信じる者には次のようなしるしが伴う。彼らはわたしの名によって悪霊を追い出し、新しい言葉を語る。18 手で蛇をつかみ、また、毒を飲んでも決して害を受けず、病人に手を置けば治る。」

19 主イエスは、弟子たちに話した後、天に上げられ、神の右の座に着かれた。20 一方、弟子たちは出かけて行って、至るところで宣教した。主は彼らと共に働き、彼らの語る言葉が真実であることを、それに伴うしるしによってはっきりとお示しになった。〕
要旨
【写本の問題】　

　いくつかの点で、マルコ１６：９－２０からは違和感を感じさせられます。
マルコ１６：８は・・・ということ、あるいは何かを恐れたという文章で終わっていて、その後の言葉（目的語）が欠けています。何を恐れたのか。１６：９以下ではキリストの復活が記されます。復活を恐れたのでしょうか。確かに、女性たちは震え上がり、正気を失った（８）とありますが、それは驚きであって恐怖ではなかったはずです。文章が続きませんし、内容も連続しません。それから、有力な写本とされているバチカン写本、シナイ写本・４世紀ごろ作成）には、９節以下がないといったこともあって、多くの翻訳聖書では９節以下を省略したり、新共同訳聖書のように括弧に入れて注意を促すということもされています。
しかし、また、有力な古い写本には９－２０節を本文として付加しているものも多数あります。この問題は解決が容易ではありません。ただはっきりしていることは１６：８以前はあまり問題にはなっていないと言うこと、９－２０は、その内容は、１６：８以前と矛盾していることはなく、むしろ、他の福音書と調和している、あるいは内容においてほとんど異なっていないという点です。

　それで、９－２０は古くからあった。もし、その部分が欠けているとすれば、福音書は手書きで写されて後代に伝えられるのですが、早い段階で、福音書が成立して間もなく失われたのであろうと推測できます。
だから、９－２０はマルコ福音書が正典聖書として流布する前後に、他の福音書を参考にして書かれたということになります。さらに申しますと、マタイ、ルカ福音書はマルコを材料にして書かれたとされています。そうすると、再現された箇所はもともとのマルコにあったものと密接な関わりがあるといえます。つまり、この９－２０は、たとえマルコ自身の筆になる部分ではなくても、そこに記されていつ事柄を含めて信頼に値する内容ということができます。マルコが書いたものではないから捨て去るとうのでは乱暴な扱いと言えると思います。
　マルコ福音書は、神の子イエス・キリストの福音の初め、という文章で始まります。それが、１６：８で終わるなら、中途半端で、こんな形でキリストの福音（の物語）が完結すると思われません。そこで、初期の教会は、他の三つの福音から、イエス・キリストの福音を完結するために、極めて早い段階でこの箇所を整えたのだと思います。
　この１６：９－２０は四つのことが記されます。
９－１１ではマグダラのマリヤにキリストが現れたこと、１２－１３では田舎（エマオ）にいく途中の弟子二人に復活のキリストが現れたこと、１４－１８ではいわゆる伝道命令、大委託が与えられたこと、１９－２０は昇天と神の右の着座が記されます。そして、おのおの他の福音書と並行しています。

　まず、９－１１で、マグダラのマリヤによみがえったキリストが出会われます。このことはヨハネ２０：１１－１８に詳しく記されます。
【七つの霊を追い出されたマグダラのマリヤ】
ところで、七つの霊を追い出していただいたとありますが、これがどういう出来事であったのかマルコにはどこにも記されていません。ルカ８：２でもこの文章が出てきますが、ルカも実際の出来事には触れていません。悪霊追放はイエス・キリストが頻繁に行われた御業です。七つという数字はたくさんの霊を意味していますが、マタイ８：２３－３４に記されるガダラ人の地方での悪霊追放では多数の悪霊を追い出されたとされています。悪霊追放が、一つ二つの悪霊の追放ではなかったとすれば、マグダラのマリヤの場合、取り立てて言うほどのものではなかったことになります。マグダラのマリヤはフィクションでは興味ある取り上げられ方をします。イエス・キリストとの関係が特殊なものであったかのような小説もあります。しかし、聖書に書かれている限り、このマリヤはとりわけ特別な存在と言うことはできません。マタイ２８：１－１０では、キリストはマグダラのマリヤだけではなく、もう一人の女性にも現れています。事実、マタイ２８：９は複数女性形で記されています。ですから、マグダラのマリヤが特定されているのではなく、むしろ、キリストはまず女性たちに姿を現わしたという点が重要なのです。

【女性二人の証言】
　女性は男性よりも劣る。これが当時の女性観でした。キリストはこの女性たちに姿を現わされます。男性よりも証言能力が劣るとみなされていた女性たちへの出現は、一方ではキリストは女性を重んじられたということを証拠立てています。他方では、その証言能力が劣るとみなされていたものの証言を信頼できるのかどうかが問われます。キリストの復活はそんなに簡単に信じることができません。ましてや証拠能力に欠ける女性たちの証言を信頼できるか。ユダヤ人社会における裁判では二人以上の証言は証拠として採用されます。しかし、女性二人の証言は信頼できるのか。ここでは、弟子たちは信じることができなかったのです。聖書に書かれていることは信じがたい。そういう前提で復活記事を読む人が何と多いことでしょうか。聖書は信頼に値しない。こういう前提で聖書を読んでも疑いしか出てきません。

【二人の弟子の証言】
　１２－１３節はルカ２４：１３－３５に対応しています。ルカの要点だけを選んだような文章です。ただ、ここでは、二人の弟子の証言を弟子たちが信じなかったと記されます。またもや信じなかったという事実が記されます。今度は女性ではなく、男性です。その二人が証言すればそれは裁判では証拠となります。だが、弟子たちは信じませんでした。ルカのほうではキリストと出会った弟子たちが確実にキリストの復活を認識したことが強調されますが、ここではその二人の証言が受け入れられないというところに力点がかかります。
　１４－１８では、マタイ２８：１６－２０の伝道命令と対応します（ルカ２４：３６－４９も）。しかしながら、前との関わりで見ますと、弟子たちがなおも信じられなかったと言うこと、その弟子たちにキリストが出現して、厳しく叱責されたということがポイントであると分かります。
【不信仰とかたくなな心をお咎めになったキリスト】
　ここで、キリストが、その不信仰とかたくなな心をお咎めになったとされていますが、この表現は大変厳しいとされています。実際マルコ福音書では一度もこんな厳しい表現は出てきていません。そこから、この文章はマルコのものではないと主張する註解者もいます。

　弟子たちは、このあと、伝道命令を受け、２０節では出かけていったとあります。それまで不信仰に凝り固まっていた弟子が伝道命令を受けて勇躍福音宣教に出かけていったと受け取ることができます。その通りかもしれません。けれどもここで「待てよ」と思います。私たちは厳しく叱責されて方向転換するものでしょうか。弟子たちは今までマグダラのマリヤにしても、エマオに行った弟子たちにしてもその言葉を信じませんでした。その弟子たちは一転して姿勢を全く変えます。この変わり方はどうなのでしょうか。キリストがよみがえったと言うことをまるで信じなかった弟子たちが、一転してキリストの福音を宣教し、そのためには命さえも惜しいとはしなかったほどまで変わったのは何故なのでしょうか。何がそうしたのでしょうか。
　叱りつけられたので弟子たちは豹変したのでしょうか、そのようにうまくいくわけがありません。牧師はこの失敗をよく犯します。説教で聴衆を厳しく叱りつけるのです。名説教家はまるで地獄に突き落とされてしまうと感じるような叱り方をするそうです。そうして回心する人もあるかもしれませんが、大抵はその反対です。叱りつけられて反発されることのほうが圧倒的に多いと思われます。叱って素直に聞き従うほど私たちは単純ではありません。マルコはこんな厳しい言葉を使わなかったとやはり思います。

【キリストの宣教命令】
　では、どうして弟子たちは変心できたのか。それは、叱責ではなく、もっと不思議な神の働きがあったからだと思います。人の心は容易に変わりません。暴力、それが言葉の暴力でもってしても人の心は変わりません。まして、キリストの復活などどうして信じることができるでしょうか。弟子たちは信じられなかったのです。その弟子たちが福音のために出かけていくのはなぜか。そこに人間の力ではありえない神の力が実行されるとしか答えられません。

　さて、伝道命令、大委任が弟子たちに与えられます。そこで言われていることは世界宣教です。宣教はキリストの命令です。これは単純明快です。多くの人は、そして大抵のキリスト者でさえも伝道はキリスト教という宗教の宣伝、あるいは宗教団体の拡充のためになされると信じています。本音はそうなのだ。伝道者は伝道の専門家です。専門家として数字の上で実績を挙げなければならない。これが伝道の動機となっていることが何と多いことでしょうか。何故伝道するのか。それはキリストがそうしろと命じられたからに他なりません。

　そして、キリストは信仰と洗礼を結び付られています。伝道は、心の中で信じたらそれで良いということで完結しません、心で信じたことを洗礼において確認し、信仰で約束されていることを洗礼で確信します。

　そして、その宣教には、奇跡が伴うとキリストは約束されます。毒蛇をつかんでも害を受けない、毒を飲んでも死なない、手を置いて病人をいやす。宣教にこのような奇跡が付随したのは一時的だと信じています。つまり現在は起こらない。しかし、奇跡そのものは超自然的現象として起こらないかもしれませんが、神の力は働き続けていると信じるべきです。

　１９－２０節でキリストの昇天、着座が記されます。教会は、キリストのこの働きをつねに告白して来ました。キリストのこの御業でキリストの贖いの御業は完了します。１章１節のキリストの福音はここで閉じられることになります。　（おわり）
